
漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
五
九

前
號
で
は
日
本
語
に
よ
る
古
文
字
學
の
入
門
書
を
紹
介
し
た
が
、
今
回
は
中
國

語
に
よ
る
古
文
字
學
の
概
説
書
を
紹
介
す
る
。
甲
骨
文
・
金
文
・
戰
國
文
字
の
專

著
各
一
件
と
、
古
文
字
學
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
古
文
字
全
體
を
扱
っ
た
總
論
を

三
件
取
り
上
げ
る
。

王
宇
信
・
楊
升
南
主
編
『
甲
骨
學
一
百
年
』（
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）

甲
骨
文
發
見
百
周
年
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
、
ほ
ぼ
百
年
近
く
の
甲
骨
學
を

總
括
的
に
論
じ
た
七
一
七
頁
に
お
よ
ぶ
大
き
な
編
纂
物
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の

內
容
の
槪
要
を
記
す
（
章
題
の
下
の
括
弧
內
は
執
筆
者
）。

第
一
章
「
緖
論
」（
王
宇
信
）
で
は
、
甲
骨
學
と
は
甲
骨
文
の
考
釋
に
と
ど
ま

ら
ず
、
古
代
社
會
・
歷
史
・
文
化
ま
で
を
も
硏
究
す
る
學
問
と
捉
え
る
。
ま
た
甲

骨
文
と
い
う
語
は
一
九
二
一
年
に
、甲
骨
學
と
い
う
語
は
一
九
三
一
年
に
初
見
し
、

比
較
的
後
起
だ
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
「
百
年
出
土
甲
骨
文
述
要
」（
孟
世
凱
）
は
、
殷
滅
亡
後
の
殷
墟
甲
骨

の
狀
況
に
對
す
る
推
測
と
、
甲
骨
文
發
見
か
ら
一
九
九
一
年
の
花
園
莊
東
出
土
甲

骨
に
至
る
ま
で
の
殷
墟
甲
骨
の
出
土
狀
況
や
出
土
數
を
記
し
て
い
る
。

第
三
章
「
甲
骨
學
硏
究
基
礎
工
作
的
不
斷
加
强
」（
孟
世
凱
）
で
は
、劉
鶚
『
鐵

雲
藏
龜
』（
一
九
〇
三
年
）に
始
ま
る
甲
骨
文
の
著
錄
書（
資
料
集
）や
工
具
書（
字

書
や
索
引
な
ど
の
參
考
書
）
が
網
羅
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
集
大
成

的
な
著
錄
書
で
あ
る
『
甲
骨
文
合
集
』（
一
九
七
八
〜
八
二
年
）
の
紹
介
に
紙
幅

が
割
か
れ
て
い
る
。

第
四
章
「
甲
骨
文
的
考
釋
及
其
理
論
化
」（
宋
鎭
豪
）
で
は
、
孫
詒
讓
『
契
文

擧
例
』（
一
九
〇
四
年
）
に
始
ま
る
甲
骨
文
考
釋
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

甲
骨
文
を
讀
解
・
考
釋
す
る
上
で
の
方
法
や
そ
の
理
論
を
記
し
て
い
る
。
前
章
と

あ
わ
せ
て
、
特
に
甲
骨
文
讀
解
・
考
釋
の
た
め
の
文
獻
目
錄
と
し
て
有
用
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。

第
五
章
「
甲
骨
文
的
分
期
斷
代
」（
王
宇
信
）
で
は
、
殷
墟
甲
骨
文
が
殷
王
朝

時
代
の
も
の
だ
と
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
經
緯
や
、
殷
墟
甲
骨
文
の
時
代
を
五
期

に
區
分
し
斷
代
の
基
礎
を
確
立
し
た
董
作
賓
「
甲
骨
文
斷
代
硏
究
例
」（
一
九
三
三

年
）
の
大
要
、
そ
れ
に
對
す
る
後
の
修
正
說
と
い
っ
た
、
一
九
九
七
年
こ
ろ
ま
で

の
斷
代
硏
究
に
關
す
る
諸
學
說
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
斷
代
硏
究
史
の
槪
略
を

知
る
上
で
の
良
い
手
引
き
に
な
っ
て
い
る
。

第
六
章
「
甲
骨
占
卜
和
卜
辭
文
例
文
法
（
上
）」（
宋
鎭
豪
）
で
は
、
甲
骨
材
料

の
來
源
と
そ
の
入
手
か
ら
加
工
、
實
際
の
占
い
の
仕
方
、
占
卜
後
の
處
理
と
い
っ

た
殷
代
に
お
け
る
占
卜
行
爲
の
次
第
、
正
反
兩
貞
・
同
事
異
問
・
一
事
多
貞
な
ど

古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要



古
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一
六
〇

卜
辭
か
ら
窺
え
る
殷
王
朝
の
占
卜
制
度
、
殷
墟
期
以
前
の
新
石
器
時
代
か
ら
靑
銅

器
時
代
早
期
に
出
土
し
た
甲
骨
の
事
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
七
章
「
甲
骨
占
卜
和
卜
辭
文
例
文
法
（
下
）」（
宋
鎭
豪
）
は
、
卜
辭
の
文
章

構
成
（
例
え
ば
敍
辭
に
始
ま
り
命
辭
の
後
に
占
辭
・
驗
辭
が
記
さ
れ
る
）、
甲
骨

材
料
の
來
源
な
ど
を
記
す
記
事
刻
辭
、
甲
骨
に
文
字
を
刻
む
方
法
や
書
式
、
甲
骨

文
の
文
法
と
語
法
に
つ
い
て
觸
れ
て
い
る
。

第
八
章
「
甲
骨
學
硏
究
的
新
發
展
―
西
周
甲
骨
分
支
學
科
的
形
成
」（
王
宇
信
）

は
、
西
周
時
代
と
さ
れ
る
九
カ
所
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
甲
骨
資
料
（
有
字
甲
骨

三
一
二
片
・
字
數
一
〇
三
三
）
の
全
般
的
槪
論
。
一
九
七
七
年
に
陝
西
省
岐
山
縣

鳳
雛
村
で
出
土
し
た
「
周
原
甲
骨
文
」
の
う
ち
、殷
の
先
王
名
が
記
さ
れ
る
卜
辭
、

ま
た
殷
の
先
王
名
と
「
西
方
伯
（
後
の
周
文
王
）」
と
を
併
刻
し
た
卜
辭
が
殷
王

室
の
殘
し
た
も
の
な
の
か
、
周
王
室
の
殘
し
た
も
の
な
の
か
に
關
す
る
學
說
も
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

第
九
章
「
前
輩
學
者
的
成
果
和
經
驗
、
是
可
資
借
鑑
的
文
化
遺
產
」（
王
宇
信
）

は
、
發
見
以
來
百
年
閒
に
至
る
ま
で
、
甲
骨
學
に
貢
獻
の
あ
っ
た
著
名
な
硏
究
者

の
傳
記
お
よ
び
そ
の
學
說
の
紹
介
を
中
心
に
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

硏
究
者
の
多
く
は
甲
骨
文
資
料
の
搜
索
・
收
集
、
整
理
と
刊
行
を
も
重
視
し
、
そ

し
て
實
際
に
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
十
章
「
學
科
成
果
的
不
斷
認
識
和
總
結
、指
導
和
推
動
了
硏
究
的
發
展
」（
王

宇
信
）
は
、
甲
骨
學
の
論
著
目
錄
の
紹
介
、
そ
れ
と
甲
骨
學
の
發
展
と
の
關
連
性
、

甲
骨
文
の
一
字
索
引
で
も
あ
り
用
例
分
類
集
で
あ
る
島
邦
男
『
殷
墟
卜
辭
綜
類
』

（
一
九
六
七
年
）
の
出
版
、
そ
れ
に
範
を
取
っ
た
姚
孝
遂
・
肖
丁
『
殷
墟
甲
骨
刻

辭
類
纂
』（
一
九
八
九
年
）
の
出
版
に
よ
っ
て
、
眞
の
科
學
的
な
甲
骨
學
の
深
化

が
推
し
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
ま
た
、
甲
骨
學
の
硏
究
の
總
括
に
關
わ
る

書
籍
や
通
論
性
の
あ
る
そ
れ
に
つ
い
て
觸
れ
て
い
る
。

第
十
一
章
か
ら
第
十
四
章
ま
で
は
、
甲
骨
文
を
史
資
料
と
し
て
用
い
た
硏
究
で

論
じ
ら
れ
た
、
殷
墟
甲
骨
文
の
時
代
す
な
わ
ち
殷
代
後
期
の
社
會
・
歷
史
・
地
理
・

經
濟
・
宗
敎
・
氣
象
・
曆
法
・
醫
術
の
各
分
野
の
狀
況
が
諸
說
を
交
え
つ
つ
記
さ

れ
て
い
る
。
內
容
が
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
以
下
に
章
題
の
み
記
し
、
參
考
に
供

し
て
お
く
。

第
十
一
章
「
商
代
社
會
結
構
和
國
家
職
能
硏
究
」（
楊
升
南
）。

第
十
二
章
「
商
代
社
會
經
濟
硏
究
」（
楊
升
南
）。

第
十
三
章
「
商
代
宗
敎
祭
祀
及
其
規
律
的
認
識
」（
常
玉
芝
）。

第
十
四
章
「
關
于
商
代
氣
象
・
曆
法
與
醫
學
傳
統
的
發
掘
與
硏
究
」（
常
玉
芝
）。

最
後
は
第
十
五
章
「
新
世
紀
甲
骨
學
硏
究
的
展
望
」（
王
宇
信
）。
あ
と
卷
末
に
、

附
錄
一
「
甲
骨
學
大
事
記
（
一
八
九
九
―
一
九
九
九
）」（
王
宇
信
輯
）
と
附
錄
二

「
甲
骨
文
著
錄
及
簡
稱
」（
王
宇
信
輯
）
が
置
か
れ
て
い
る
。 

（
馬
越
靖
史
）

趙
誠
著
『
二
十
世
紀
金
文
硏
究
述
要
』（
書
海
出
版
社
、二
〇
〇
三
年
）

本
書
は
五
三
三
頁
あ
り
、
章
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
各
章
は
數
節

に
分
か
れ
る
。

第
一
章　

宋
代
的
金
文
硏
究

第
二
章　

淸
代
的
金
文
硏
究

第
三
章　

二
〇
世
紀
三
〇
年
代
前
後
的
金
文
硏
究

第
四
章　

二
〇
世
紀
五
〇
年
代
前
後
的
金
文
硏
究

第
五
章　

二
〇
世
紀
七
〇
年
代
前
後
的
金
文
硏
究



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
六
一

第
六
章　

二
〇
世
紀
九
〇
年
代
前
後
的
金
文
硏
究

後
記

第
一
章
は
、
金
文
硏
究
の
初
期
の
狀
況
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
第
一
節
で
は
、

宋
代
以
前
の
金
文
硏
究
を
解
說
す
る
。
漢
代
か
ら
唐
代
に
至
る
一
二
〇
〇
年
閒
、

銘
文
の
あ
る
靑
銅
器
の
出
土
は
『
漢
書
』
武
帝
紀
や
『
後
漢
書
』
明
帝
紀
等
に
記

載
さ
れ
る
も
の
の
二
〇
件
に
至
ら
ず
、『
漢
書
』
郊
祀
志
下
に
は
張
敞
に
よ
る
金

文
の
釋
讀
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
第
二
節
で
は
、
宋
代
の
金
文
硏
究
に
つ
い
て
解

說
す
る
。
宋
代
に
は
靑
銅
器
を
皇
帝
や
高
官
・
貴
人
・
富
の
あ
る
知
識
人
た
ち
が

愛
好
し
始
め
、
盜
墓
の
風
俗
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
量
の
靑
銅
器
が
出

土
し
た
が
、
流
失
・
破
壞
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
、
銅
器

銘
文
の
搜
集
・
著
錄
・
硏
究
が
進
み
、
金
石
學
の
形
成
と
發
展
が
進
ん
だ
。
そ
の

よ
う
な
宋
代
に
書
か
れ
た
著
錄
の
中
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
重
要
で
學
術
に
對
し

て
影
響
の
大
き
か
っ
た
、
呂
大
臨
撰
『
考
古
圖
』・
王
黼
編
纂
『
宣
和
博
古
圖
』・

薛
尚
功
撰
『
歷
代
鐘
鼎
彝
器
款
識
法
帖
』・
王

撰
『
嘯
堂
集
古
錄
』
に
つ
い
て

解
說
す
る
。
ま
た
、
現
在
で
は
散
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
宋
代
の
金
文
著
錄
に
副

本
と
し
て
殘
さ
れ
て
い
る
秦
公
鎛
・
叔
尸
鐘
等
、
硏
究
價
値
の
あ
る
二
〇
件
の
靑

銅
器
の
簡
單
な
紹
介
も
な
さ
れ
て
い
る
。
第
三
節
で
は
、
宋
代
の
金
文
の
釋
讀
と

考
證
が
述
べ
ら
れ
る
。
宋
代
の
金
文
硏
究
で
は
、
後
漢
の
許
愼
著
『
說
文
解
字
』

に
所
收
さ
れ
る
字
形
と
金
文
の
字
形
を
對
照
し
て
隸
定
す
る
方
法
（
對
照
法
）
が

用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
對
照
法
を
用
い
て
金
文
を
釋
讀
す
る
過
程
で
は
、
金
文

の
寫
法
と
小
篆
に
小
異
が
存
在
す
る
。
宋
人
は
こ
の
小
異
の
寫
法
に
束
縛
さ
れ
る

こ
と
な
く
多
く
の
字
を
釋
し
て
き
た
が
、
小
異
の
反
映
す
る
眞
實
の
字
形
を
仔
細

に
考
察
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
文
字
を
誤
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
文
字

を
偏
旁
に
分
解
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
釋
し
、後
に
そ
の
字
を
組
み
合
わ
せ
る
方
法（
偏

旁
分
析
法
）
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
方
法
も
、
硏
究
の
初
期
段
階
に
あ
っ
た
た
め
、

誤
り
か
ら
逃
れ
難
か
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
文
字
の
用
義
が
不
明
な
時
に
は
、

傳
世
文
獻
か
ら
そ
の
義
を
求
め
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
本
節
で
は
以
上
の
他
に
、

呂
大
臨
撰
『
考
古
圖
釋
文
』
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。

宋
代
以
後
、
元
・
明
代
に
は
金
文
著
錄
と
考
釋
の
專
書
は
見
ら
れ
な
い
。
淸
代

に
至
る
と
再
び
硏
究
が
進
む
こ
と
と
な
り
、
そ
の
淸
代
の
金
文
硏
究
を
解
說
す
る

の
が
第
二
章
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
淸
代
の
金
文
著
錄
の
主
要
な
も
の
二
〇
件
を

簡
單
に
紹
介
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
著
錄
さ
れ
る
內
容
が
重
要
で
、
文
字
數
も

多
い
金
文
を
擧
げ
て
い
る
。
第
二
節
で
は
、
淸
代
の
金
文
の
釋
讀
と
考
證
を
解
說

す
る
。
淸
人
は
宋
人
と
同
じ
く
『
說
文
解
字
』
の
字
形
を
比
較
の
對
照
に
用
い
た
。

ま
た
、
銘
文
の
語
句
と
古
い
典
籍
の
文
意
・
事
例
を
比
較
す
る
推
勘
よ
っ
て
考
證

を
行
う
推
勘
法
や
王
國
維
が
提
出
し
た
「
地
下
の
材
料
」
を
以
て
「
紙
上
の
材
料
」

を
裏
付
け
る
と
い
う
二
重
證
據
法
、
そ
の
他
、
偏
旁
分
析
法
・
歷
史
考
證
法
・
對

立
考
察
と
い
っ
た
方
法
も
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
吳
大
澂
編
『
說
文
古

籀
補
』
に
つ
い
て
の
解
說
も
あ
る
。
淸
代
の
學
者
は
銘
文
を
通
讀
す
る
時
、考
字
・

釋
語
・
句
讀
・
分
段
を
行
い
、
そ
の
中
で
も
分
段
・
句
讀
を
非
常
に
重
視
し
て
お

り
、
こ
の
こ
と
は
宋
代
の
學
者
に
比
べ
て
大
き
な
進
步
で
あ
っ
た
と
い
う
。
晚
淸

の
學
者
の
硏
究
で
は
、
銅
器
の
鑄
造
の
時
代
に
注
意
が
拂
わ
れ
て
お
り
、
後
代
の

金
文
硏
究
に
影
響
を
與
え
た
點
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
章
で
い
う
二
〇
世
紀
三
〇
年
代
と
は
、
主
に
一
九
二
〇
年
代
と
三
〇
年
代

を
指
す
。
第
一
節
で
は
、
王
國
維
の
『
宋
代
金
文
著
錄
表
』『
國
朝
金
文
著
錄
表
』

等
の
硏
究
を
解
說
す
る
。
第
二
節
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
後
に
出
版
さ
れ
た
主
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一
六
二

要
な
金
文
著
錄
が
二
五
件
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
節
で
は
、
郭
沫
若
著
『
兩
周

金
文
辭
大
系
』
の
解
說
を
行
う
。
第
四
節
は
、文
字
考
證
と
銘
文
釋
讀
に
つ
い
て
、

王
國
維
の
硏
究
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
の
學
者
た
ち
の
金
文
の
考

證
・
銘
文
の
釋
讀
を
事
例
を
擧
げ
て
解
說
し
、
金
文
硏
究
で
貢
獻
の
大
き
か
っ
た

者
は
、
郭
沫
若
・
林
義
光
・
王
國
維
の
三
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
第
五
節
は
容
庚

著
『
金
文
編
』
を
解
說
。
第
六
節
は
、
金
文
に
見
え
る
康
宮
は
ど
の
よ
う
な
性
質

の
宗
廟
で
あ
っ
た
の
か
唐
蘭
と
郭
沫
若
の
分
岐
、
衛
鐘
の
解
釋
に
つ
い
て
の
唐
蘭

と
郭
沫
若
の
相
違
が
述
べ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
三
三
年
夏
に
安
徽
省
壽
縣
東

鄕
朱
家
集
李
三
孤
墳
楚
王
墓
か
ら
出
土
し
た
多
數
の
銅
器
の
硏
究
を
述
べ
る
。

第
四
章
は
一
九
五
〇
年
前
後
の
金
文
硏
究
を
解
說
す
る
。
第
一
節
は
銅
器
の
變

化
と
そ
の
分
類
を
述
べ
る
。
そ
こ
で
は
、郭
沫
若
に
よ
る
靑
銅
器
の
變
化
の
考
察
、

容
庚
著
『
商
周
彝
器
通
考
』（
一
九
四
一
年
）
の
銅
器
名
の
考
證
、
郭
沫
若
と
容

庚
そ
れ
ぞ
れ
の
靑
銅
器
の
花
紋
の
解
說
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
第
二
節
は
、

一
九
五
〇
年
代
前
後
の
金
文
著
錄
と
新
出
の
靑
銅
器
を
紹
介
す
る
。第
三
節
で
は
、

陳
夢
家
『
西
周
銅
器
斷
代
』
と
郭
沫
若
の
斷
代
に
用
い
ら
れ
た
銅
器
の
比
較
が
な

さ
れ
、
武
王
か
ら
懿
王
期
の
斷
代
と
そ
の
解
說
が
行
わ
れ
る
。
第
四
節
は
銘
文
考

釋
に
つ
い
て
述
べ
、
五
〇
年
代
前
後
、
文
字
の
考
釋
は
以
前
の
よ
う
な
興
盛
に
は

及
ば
ず
、
そ
の
他
の
方
面
（
考
字
・
釋
義
・
句
讀
・
地
理
等
）
が
重
視
さ
れ
た
と

い
う
。
第
五
節
は
、
金
文
の
文
字
考
釋
方
法
を
論
及
し
て
影
響
が
大
き
い
者
と
し

て
王
國
維
・
楊
樹
達
二
名
を
上
げ
、
楊
樹
達
の
論
に
つ
い
て
、
實
例
を
擧
げ
な
が

ら
解
說
し
て
い
る
。

第
五
章
は
一
九
七
〇
年
前
後
の
金
文
硏
究
を
解
說
す
る
。
第
一
節
は
、

一
九
六
〇
―
一
九
八
〇
年
ま
で
の
各
年
に
出
土
し
た
比
較
的
重
要
な
有
銘
銅
器
の

紹
介
を
行
う
。
第
二
節
は
、
一
九
七
六
年
に
陝
西
省
臨
潼
縣
零
口
公
社
で
發
見
さ

れ
た
利
簋
に
つ
い
て
、
第
三
節
で
は
、
一
九
七
五
年
に
陝
西
省
岐
山
縣
董
家
村
で

發
見
さ
れ
た
裘
衞
諸
器
（
衞

・
五
祀
衞
鼎
）
と
發

の
銘
文
に
つ
い
て
、
第
四

節
は
、
一
九
六
九
年
に
陝
西
省
藍
田
縣
出
土
の
永
盂
の
銘
文
に
つ
い
て
の
討
論
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
五
節
は
、
唐
蘭
の
斷
代
硏
究
、
金
文
に
見
え
る
王
姜
は
西

周
の
ど
の
王
の
后
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
の
問
題
、
一
九
七
六
年
一
二
月
に
陝
西

省
扶
風
縣
法
門
莊
白
大
隊
白
家
村
よ
り
出
土
し
た
微
氏
家
族
銅
器
群
に
つ
い
て
述

べ
る
。
第
六
節
は
白
川
靜
著
『
金
文
通
釋
』（
白
鶴
美
術
館
、
一
九
六
四
―

一
九
八
四
年
・
同
『
白
川
靜
著
作
集
別
卷　

金
文
通
釋
』
一
―
七
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
四
―
二
〇
〇
五
年
所
收
）
が
事
例
を
擧
げ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
第
七
節

は
、
周
法
高
主
編
・
張
日
昇
・
徐
芷
儀
・
林
潔
明
『
金
文
詁
林
』（
香
港
中
文
大

學
出
版
、
一
九
七
四
―
一
九
七
七
年
）、
李
孝
定
撰
『
金
文
詁
林
讀
後
記
』（
中
央

硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
一
九
八
二
年
）、『
金
文
詁
林
附
錄
』（
香
港
中
文
大

學
出
版
、
一
九
七
七
年
）、
周
法
高
『
金
文
詁
林
補
』（
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏

究
所
、
一
九
八
二
年
）
の
各
書
に
つ
い
て
解
說
を
行
う
。
第
八
節
は
、
こ
の
時
期

の
文
字
考
釋
・
用
義
探
索
に
つ
い
て
、
事
例
を
擧
げ
る
。

第
六
章
は
、
一
九
八
〇
―
二
〇
〇
〇
年
頃
の
金
文
硏
究
に
つ
い
て
解
說
す
る
。

第
一
節
で
は
、
靑
銅
器
の
銘
文
の
收
集
に
つ
い
て
述
べ
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古

硏
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
』（
全
一
八
卷
、
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
）
の
特

徵
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
節
は
、
第
四
次
校
訂
本
の
容
庚
編
著
・
張
振
林
・

馬
國
權
副
補
『
金
文
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）、
陳
初
生
編
纂
・
曾
憲
通

審
校
『
金
文
常
用
字
典
』（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
戴
家
祥
主
編
・

馬
承
源
副
主
編
・
潘
悠
・
王
文
耀
・
沃
興
華
編
纂
『
金
文
大
字
典
』（
學
林
出
版
社
、
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第
二
號

一
六
三

一
九
九
五
年
）・
同
第
二
版
（
學
林
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
と
い
っ
た
金
文
字

典
を
解
說
。
第
三
節
は
、
周
何
總
編
・
季
旭
昇
・
汪
中
文
主
編
・
周
聰
俊
・
陳
韵
・

方
炫
琛
・
盧
心
懋
編
輯
『
靑
銅
器
銘
文
檢
索
』（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、

張
亞
初
『
殷
周
金
文
集
成
引
得
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）、
華
東
師
範
大
學

中
國
文
字
硏
究
與
應
用
中
心
編
『
金
文
引
得
（
殷
商
西
周
卷
）』（
廣
西
敎
育
出
版
、

二
〇
〇
一
年
）
と
い
っ
た
、
銘
文
の
索
引
を
ま
と
め
た
書
籍
の
紹
介
。
第
四
節
は

孫
稚
雛
編
『
金
文
著
錄
簡
目
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）、
中
國
社
會
科
學
院

考
古
硏
究
所
編
輯
『
新
出
金
文
分
域
簡
目
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）、
劉
昭

瑞
『
宋
代
著
錄
商
周
靑
銅
器
銘
文
箋
證
』（
中
山
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、

孫
稚
雛
編
著
『
靑
銅
器
論
文
索
引
』（
中
華
書
局
、一
九
八
六
年
）、吳
鎭
烽
編
『
金

文
人
名
彙
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
等
の
金
文
に
關
係
す
る
工
具
書
の

紹
介
。
第
五
節
は
專
題
の
論
著
を
官
制
・
語
法
・
斷
代
に
分
け
、
そ
の
代
表
的
論

考
を
擧
げ
る
。
第
六
節
は
、
唐
蘭
『
西
周
靑
銅
器
銘
文
分
代
史
徵
』（
中
華
書
局
、

一
九
八
六
年
）、
馬
承
源
主
編
・
陳
佩
芬
・
潘
建
明
・
陳
建
敏
・
濮
茅
左
編
撰
『
商

周
靑
銅
器
銘
文
選
』（
全
四
卷
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
―
一
九
九
〇
年
）
の

解
說
。
第
七
節
は
こ
の
時
期
の
文
字
考
釋
の
狀
況
、
第
八
節
で
は
詞
義
探
索
の
狀

況
に
つ
い
て
述
べ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
靑
銅
器
銘
文
の
考
證
・
硏
究
や
文
字
の
硏
究
の
歷
史

に
つ
い
て
、
數
多
く
の
事
例
を
擧
げ
て
の
解
說
が
な
さ
れ
て
い
る
。
金
文
を
硏
究

し
て
い
く
上
で
參
考
に
す
べ
き
字
書
や
工
具
書
・
硏
究
書
、
さ
ら
に
は
銘
文
を
收

集
し
た
書
籍
等
に
つ
い
て
の
解
說
や
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
點
な
ど
が
書

か
れ
て
お
り
、
西
周
金
文
を
學
ぼ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を
提
供
す

る
。
な
お
、
著
者
は
中
華
書
局
の
編
審
（
編
集
審
定
者
）
で
あ
る
。 （
三
輪
健
介
）

何
琳
儀
著
『
戰
國
文
字
通
論
（
訂
補
）』（
江
蘇
敎
育
出
版
社
、二
〇
〇
三
年
）

本
書
の
初
版
は
一
九
八
九
年
に
中
華
書
局
よ
り
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
郭
店
簡
・

上
博
簡
な
ど
新
出
の
資
料
を
加
え
、
修
訂
增
補
版
と
な
る
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

本
編
は
以
下
の
五
章
よ
り
な
る
。

第
一
章
「
戰
國
文
字
的
發
現
和
硏
究
」
で
は
、
本
書
の
題
材
と
な
る
戰
國
文
字

に
つ
い
て
、
春
秋
末
年
か
ら
秦
に
よ
る
統
一
以
前
の
段
階
で
、
齊
・
燕
・
韓
・
趙
・

魏
・
楚
・
秦
等
で
使
用
さ
れ
た
古
文
字
を
指
し
、
春
秋
金
文
と
秦
・
漢
の
篆
書
・

隸
書
と
を
つ
な
ぐ
も
の
と
定
義
す
る
。（
た
だ
し
本
書
で
は
侯
馬
盟
書
・
石
鼓
文
・

秦
統
一
後
の
金
文
や
簡
牘
な
ど
も
對
比
硏
究
の
材
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。）

そ
し
て
前
漢
の
孔
壁
古
文
か
ら
現
代
の
包
山
簡
・
郭
店
簡
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ま

で
の
戰
國
文
字
の
發
見
・
硏
究
と
そ
の
問
題
點
を
槪
述
す
る
。

第
二
章
「
戰
國
文
字
與
傳
鈔
古
文
」
は
、
地
下
の
材
料
で
あ
る
出
土
文
字
資
料

に
對
し
て
、「
地
上
の
戰
國
文
字
」
で
あ
る
傳
鈔
古
文
、
す
な
わ
ち
『
說
文
解
字
』

の
籀
文
と
古
文
・
三
體
石
經
の
古
文
・『
汗
簡
』
と
『
古
文
四
聲
韻
』
の
古
文
に

つ
い
て
槪
述
す
る
。
特
に
『
汗
簡
』
と
『
古
文
四
聲
韻
』
に
つ
い
て
は
僞
造
さ
れ

た
文
字
が
含
ま
れ
て
い
る
、
文
字
の
譌
變
が
甚
だ
し
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
な
お
一
定
の
資
料
的
價
値
を
有
し
て
い
る
と
評
價
す
る
。

第
三
章
「
戰
國
文
字
分
域
槪
述
」
は
、
本
書
の
主
要
部
分
で
あ
り
、
齊
・
燕
・
晉
・

楚
・
秦
の
各
地
域
ご
と
に
、
主
要
な
資
料
・
主
要
な
文
書
形
式
・
頻
出
す
る
用
語

や
官
名
・
字
形
の
特
徵
・
地
名
な
ど
を
紹
介
す
る
。
扱
わ
れ
る
書
寫
材
料
は
、
銅

器
（
禮
器
と
量
器
）・
兵
器
・
石
器
・
貨
幣
・
璽
印
・
陶
器
・
簡
牘
・
木
器
・
漆
器
・

縑
帛
・
皮
革
の
一
一
種
類
で
あ
る
。
書
寫
材
料
が
異
な
っ
て
も
屬
す
る
地
域
が
同
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一
六
四

じ
で
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
字
形
に
共
通
の
特
徵
が
見
出
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
お
り
、
各
地
域
の
文
字
の
特
徵
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
戰
國
文
字
を
硏
究
す
る

う
え
で
最
も
基
礎
的
な
作
業
で
あ
る
と
す
る
。

第
四
章
「
戰
國
文
字
形
體
演
變
」
は
、
戰
國
文
字
の
字
形
の
變
化
の
法
則
に
つ

い
て
論
ず
る
。
前
章
の
戰
國
文
字
の
分
域
硏
究
が
「
同
中
に
異
を
求
め
る
」
作
業

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
は
「
異
中
に
同
を
求
め
る
」
作
業
で
あ
る
。
字
形
の

變
化
の
法
則
は
、
簡
化
（
筆
畫
を
減
ら
し
た
り
し
て
簡
略
化
す
る
）・
繁
化
（
偏

旁
を
增
や
す
）・
異
化
（
文
字
を
反
轉
・
轉
倒
さ
せ
た
り
、
文
字
の
一
部
を
異
な

る
パ
ー
ツ
と
入
れ
替
え
る
）・
同
化
（
偏
旁
の
位
置
や
字
形
の
固
定
化
・
隸
變
。

秦
に
よ
る
六
國
文
字
統
一
の
基
礎
條
件
と
な
っ
た
）
の
四
種
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
重
文
符
號
・
標
點
符
號
な
ど
の
特
殊
符
號
に
つ
い
て
も
論
ず
る
。

第
五
章
「
戰
國
文
字
釋
讀
方
法
」
は
こ
れ
ま
で
の
應
用
編
で
、
八
つ
の
手
法
に

よ
っ
て
戰
國
文
字
釋
讀
の
實
例
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
歷
史
比
較
（
殷
周
・
秦

漢
文
字
と
の
比
較
）・
異
域
比
較
（
異
な
る
地
域
の
文
字
と
の
比
較
）・
同
域
比
較

（
同
一
地
域
の
文
字
と
の
比
較
）・
古
文
比
較
（
傳
鈔
古
文
と
の
比
較
）・
諧
聲
分

析
（
音
通
を
利
用
し
た
釋
讀
）・
音
義
相
諧
（
字
音
・
字
義
に
よ
る
釋
讀
の
兩
立
）・

辭
例
推
勘
（
そ
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
文
例
に
よ
る
釋
讀
）・
語
法
分
析
（
虛

詞
な
ど
の
語
法
を
利
用
し
た
釋
讀
）
で
あ
り
、
前
四
者
は
字
形
の
考
釋
、
後
四
者

は
字
形
を
確
定
さ
せ
た
後
の
字
音
・
字
義
と
の
關
係
の
追
求
に
重
點
を
置
い
た
手

法
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
通
假
の
濫
用
を
戒
め
、
戰
國
文
字
の
釋
讀
に
お
い
て

は
字
形
の
確
認
と
文
意
の
探
求
を
兩
立
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

本
編
の
後
に
は
、今
後
の
硏
究
課
題
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
「
餘
論
」
及
び
「
後

記
」「
論
著
目
錄
」（
大
陸
・
港
澳
・
臺
灣
・
國
外
の
四
部
に
分
か
れ
る
）
な
ど
が

付
載
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
戰
國
文
字
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
廣
く
讀
ま
れ
て
い
る
が
、
初
版
が
郭
店

簡
の
發
表
以
前
に
出
版
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
現
在
流
行
の
戰
國
竹

簡
の
釋
讀
が
中
心
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
本
書
は
戰
國

竹
簡
を
硏
究
す
る
う
え
で
の
必
讀
書
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
一
律
に
楚
系
文
字
に
よ

る
文
獻
と
さ
れ
て
き
た
郭
店
簡
・
上
博
簡
に
、
最
近
の
硏
究
に
よ
り
そ
の
一
部
に

齊
系
文
字
の
特
徵
を
具
え
た
篇
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
硏
究
は
本
書
の
第
三
章
を
は
じ
め
と
す
る
戰
國
文
字
の
分
域
硏
究
を
基

礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
章
・
第
五
章
の
內
容
が
戰
國
竹
簡
の
釋
讀
に
有
用

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、
著
者
は
安
徽
大
學
中
文
系
敎
授
、

二
〇
〇
七
年
沒
。
本
書
と
關
連
の
深
い
著
作
と
し
て
、『
戰
國
古
文
字
典 

： 

戰
國

文
字
聲
系
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。 

（
佐
藤
信
弥
）

劉
翔
・
陳
抗
・
陳
初
生
・
董
琨
編
著
、
李
學
勤
審
訂
『
商
周
古
文
字

讀
本
』（
語
文
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）

本
書
は
古
文
字
學
の
講
義
用
あ
る
い
は
自
習
用
の
敎
材
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
本
編
は
「
古
文
字
文
選
」「
古
文
字
槪
述
」「
古
文
字
常
用
字
」
の
三

部
分
か
ら
成
る
。

「
古
文
字
文
選
」
は
甲
骨
・
金
文
な
ど
各
種
の
出
土
文
字
資
料
の
導
讀
で
あ
り
、

本
書
の
主
要
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
資
料
の
拓
本
（
甲
骨
文
の
場
合
は
模
本
）・

釋
文
・
注
釋
か
ら
成
る
。

甲
骨
文
に
つ
い
て
は
殷
墟
甲
骨
刻
辭
三
八
片
と
周
原
甲
骨
刻
辭
二
片
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
殷
墟
刻
辭
は
第
一
期
の
も
の
が
多
い
が
、
內
容
に
つ
い
て
は
戰



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
六
五

爭
・
祭
祀
・
天
象
・
田
獵
に
關
わ
る
も
の
な
ど
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
さ
れ
て
い

る
。各
片
の
末
尾
に
當
該
片
の
現
代
中
文
譯
及
び
解
說
が
附
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

殷
墟
刻
辭
第
二
片
の
後
に
殷
王
世
系
表
が
附
載
さ
れ
る
な
ど
、
關
連
の
基
礎
知
識

が
得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

金
文
に
つ
い
て
は
殷
代
・
西
周
期
・
東
周
期
・
秦
代
の
主
要
な
銘
文
二
六
件
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
注
釋
の
冒
頭
部
に
出
土
地
・
出
土
年
・
現
藏

地
な
ど
の
解
說
が
あ
る
。
ま
た
注
釋
に
は
當
該
句
の
現
代
中
文
譯
も
附
け
ら
れ
て

い
る
。
甲
骨
・
金
文
以
外
の
資
料
と
し
て
は
石
鼓
文
（
車
工
）
と
侯
馬
盟
書
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
解
說
等
の
形
式
は
金
文
と
同
じ
で
あ
る
。

「
古
文
字
槪
述
」
は
古
文
字
學
全
體
に
關
す
る
通
論
部
分
で
あ
り
、
以
下
の
五

節
か
ら
成
る
。

一
「
古
文
字
的
類
別
・
內
容
及
價
値
」
は
、
ま
ず
甲
骨
文
・
金
文
・
陶
文
・
玉

石
文
・
簡
帛
文
・
璽
印
文
・
貨
幣
文
と
い
っ
た
出
土
文
字
資
料
の
種
類
と
そ
の
內

容
や
書
式
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
た
と
え
ば
甲
骨
文
に
つ
い
て
は
、
刻
辭
の
種
類

（
卜
辭
・
家
譜
刻
辭
・
曆
譜
刻
辭
な
ど
）、
占
卜
の
內
容
（
祖
先
や
鬼
神
の
祭
祀
・

方
國
征
伐
・
風
雨
天
象
・
旬
夕
の
吉
凶
な
ど
）、
卜
辭
の
構
成
（
署
辭
・
兆
辭
・

敍
辭
・
命
辭
・
占
辭
・
驗
辭
）、
書
式
（
左
右
對
貞
の
別
や
、
上
下
に
卜
辭
が
竝

ん
で
い
る
場
合
は
一
番
下
の
卜
辭
か
ら
讀
ん
で
い
く
と
い
っ
た
こ
と
）
な
ど
の
基

礎
事
項
が
解
說
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
王
國
維
が
甲
骨
文
と
『
史
記
』
殷
本
紀
に

見
え
る
殷
王
の
世
系
を
比
較
し
た
こ
と
な
ど
、
古
代
史
學
や
文
字
學
硏
究
に
お
け

る
出
土
文
字
資
料
の
價
値
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二
「
古
文
字
考
釋
的
方
法
問
題
」
は
、
時
代
の
進
展
に
よ
る
古
文
字
の
字
形
の

變
化
、傳
世
文
獻
に
見
え
る
文
例
を
參
照
し
て
出
土
文
字
資
料
を
釋
讀
す
る
手
法
、

文
字
の
音
通
假
借
を
利
用
し
た
釋
讀
法
な
ど
に
つ
い
て
解
說
す
る
。

三
「
古
文
字
形
體
的
發
展
規
律
」
は
、
古
文
字
の
簡
化
（
字
形
の
簡
略
化
）
と

繁
化
（
筆
畫
・
偏
旁
な
ど
の
追
加
に
よ
る
字
形
の
複
雜
化
）、
循
化
（
字
形
の
規

律
的
な
變
化
）
と
譌
化
（
字
形
の
譌
誤
に
よ
る
變
化
）、
分
化
と
整
化
（
字
形
の

統
一
）
に
つ
い
て
解
說
す
る
。

四
「
甲
骨
文
中
的
幾
種
語
法
現
象
」
は
、
主
語
や
目
的
語
の
位
置
が
變
化
す
る

場
合
と
い
っ
た
語
順
の
問
題
、
雙
賓
語
句
（
直
接
目
的
語
と
閒
接
目
的
語
の
二
つ

の
目
的
語
が
存
在
す
る
文
）
や
兼
語
句
（
使
役
文
な
ど
、
前
の
動
詞
の
目
的
語
が

後
の
動
詞
の
主
語
と
な
る
も
の
）
の
構
造
な
ど
、
甲
骨
文
の
文
法
事
項
に
つ
い
て

解
說
す
る
。

五
「
金
文
語
法
的
幾
個
問
題
」
は
、
甲
骨
文
の
文
法
と
比
較
の
う
え
で
金
文
の

文
法
の
發
展
を
解
說
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
之
」「
其
」「
厥
」
の
よ
う
な
從
屬

を
示
す
介
詞
（
前
置
詞
）
や
、「
克
」「
敢
」「
能
」「
義
（
宜
）」
の
よ
う
な
助
動

詞
の
出
現
な
ど
、
定
語
（
連
體
修
飾
語
）・
狀
語
（
連
用
修
飾
語
）
の
發
展
、「
以
」

字
に
よ
っ
て
直
接
目
的
語
を
動
詞
の
前
に
引
き
出
す
處
置
式
構
文
の
出
現
な
ど
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

最
後
の
「
古
文
字
常
用
字
」
は
、
二
三
一
件
の
古
文
字
の
簡
易
字
書
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
發
音
（
現
代
音
（
拼
音
）
と
反
切
、
上
古
音
の
韵
部
・
聲
紐
・
聲
調
。

反
切
に
つ
い
て
は
『
說
文
解
字
』
大
徐
本
の
音
注
な
ど
、
上
古
音
に
つ
い
て
は
唐

作
藩
『
上
古
音
手
册
』
に
據
っ
て
い
る
）、
析
形
（
字
形
の
字
源
解
說
）、
釋
義
か

ら
成
る
。
ま
た
卷
末
に
拼
音
・
筆
畫
索
引
が
あ
る
。

た
と
え
ば
一
七
九
番「
衣
」字
の
場
合
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
〇
發
音
：﹇
yī
﹈、

於
稀
の
切
、
微
部
・
影
紐
・
平
聲
。
〇
析
形
：
甲
骨
・
金
文
で
の
字
形
を
擧
げ
、



古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要

一
六
六

林
義
光
の
「
領
襟
袖
の
形
を
象
る
」（
衣
服
の
襟
や
袖
の
形
を
か
た
ど
る
）
と
い

う
字
源
解
說
を
紹
介
す
る
。
〇
釋
義
：（
一
）
上
衣
。（
二
）
祭
祀
名
（
す
な
わ
ち

傳
世
文
獻
に
見
え
る
殷
祭
）。（
三
）
朝
代
名
、す
な
わ
ち
商
（
殷
）。（
四
）
大
量
、

全
部
。（
五
）「
卒
」
と
同
じ
、完
畢
（
終
わ
る
の
意
）。
各
項
目
で
そ
れ
ぞ
れ
甲
骨
・

金
文
や
傳
世
文
獻
で
の
用
例
を
擧
げ
る
。
こ
の
う
ち
（
二
）（
三
）（
四
）
は
「
殷
」

字
の
通
假
字
と
し
て
の
用
法
で
あ
る
。
他
の
字
で
も
通
假
字
と
し
て
の
用
法
に
は

同
樣
に
注
意
が
拂
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
七
七
番
「
廷
」
字
の
項
で
金
文
に
見
え
る

「
中
廷
」「
不
廷
」
の
語
を
取
り
扱
う
な
ど
、
單
字
に
留
ま
ら
ず
熟
語
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
初
版
は
ち
ょ
う
ど
四
半
世
紀
前
と
な
り
、
本
文
も
手
書
き
の
原
稿
を
そ

の
ま
ま
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
入
手
し
た
版
で
は
奧
付
に
「
二
〇
一
一

年
九
月
第
七
次
印
刷
」
と
あ
り
、
古
文
字
學
の
敎
材
と
し
て
長
年
讀
み
繼
が
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
類
書
と
比
較
し
て
特
に
文
法
事
項
の
解
說
に
紙
幅
が
割
か

れ
て
お
り
、
自
分
で
實
際
に
出
土
文
字
資
料
を
讀
む
と
い
う
こ
と
に
重
點
が
置
か

れ
た
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。 
（
佐
藤
信
弥
）

高
明
著
『
中
國
古
文
字
學
通
論
』（
北
京
大
學
出
版
社
、一
九
九
六
年
）

序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
作
者
が
北
京
大
學
考
古
系
で
講
義
し
た
も
の
の
一
部

を
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
來
の
「
古
文
字
學
講
義
」
は
三
部
分
に
な
っ
て
い

た
が
、
第
二
部
分
は
『
古
文
字
類
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
。
增
訂
本
は

二
〇
〇
八
年
）
と
し
て
出
版
し
、
本
書
は
第
一
部
分
と
第
三
部
分
を
大
幅
に
改
編

し
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
（
A
四
判
で
目
次
、
序
論
を
除
い
て
本
文
四
七
八
頁
）。

本
書
は
上
編
と
下
編
に
分
か
れ
、
そ
の
章
立
て
は
以
下
の
如
し
。

上
編　

古
文
字
學
基
礎

第
一
章 

漢
字
硏
究
的
歷
史
梗
槪

第
一
節 

先
秦
時
期
的
漢
字
硏
究

第
二
節 

秦
始
皇
時
期
的
〝
書
同
文
字
〞

第
三
節 

兩
漢
時
期
的
字
書
與
辭
書

第
四
節 

三
國
至
隋
唐
對
漢
字
的
硏
究

第
五
節 

兩
宋
時
期
對
漢
字
硏
究
的
貢
獻

第
六
節 

元
明
時
期
關
于
漢
字
的
硏
究

第
七
節 

淸
代
古
文
學
的
建
立
和
發
展

第
二
章 

漢
字
的
起
源
和
發
展

第
一
節 

漢
字
的
起
源

第
二
節 

漢
字
的
發
展

第
三
章 

漢
字
的
古
形

第
一
節 

硏
究
漢
字
形
體
的
傳
統
理
論

―
〝
六
書
〞

第
二
節 

古
文
字
的
形
旁
及
其
變
化

第
三
節 

意
義
相
近
的
形
旁
互
爲
通
用

第
四
節 

漢
字
形
體
的
簡
化
與
規
范
化

第
五
節 

古
文
字
的
考
釋
方
法

第
四
章 

漢
字
的
古
音

第
一
節 

語
音
學
常
識

第
二
節 

中
古
音
韻

第
三
節 

上
古
音
韻

第
五
章 
漢
字
的
古
義



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
六
七

第
一
節 

訓
詁
的
意
義
和
源
流

第
二
節 

訓
詁
學
的
主
要
方
法

第
三
節 

訓
詁
學
要
籍
簡
介

下
編 
古
文
字
學
專
題

第
六
章 
商
周
時
期
的
甲
骨
文

第
一
節 
商
代
甲
骨
文

第
二
節 
周
代
甲
骨
文

第
七
章 

商
周
時
期
的
銅
器
銘
文

第
一
節 

商
周
時
期
的
銅
器
和
銅
器
銘
文

第
二
節 

商
周
時
期
銅
器
銘
文
硏
究
槪
況

第
三
節 

周
代
銅
器
銘
文
斷
代
和
分
區

第
四
節 

商
周
時
期
銅
器
銘
文
選
讀

第
八
章 

戰
國
古
文
字
資
料
綜
述

第
一
節 

載
書

第
二
節 

戰
國
兵
器
刻
辭

第
三
節 

戰
國
璽
印

結
束
語

上
編
は
古
文
字
學
の
基
礎
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。

第
一
章
…
…
漢
字
硏
究
の
歷
史
を
時
代
別
に
槪
觀
し
、
重
要
な
書
籍
に
つ
い
て

は
詳
述
し
て
い
る
。
こ
の
章
で
詳
細
な
說
明
が
さ
れ
て
い
る
書
籍
、す
な
わ
ち『
爾

雅
』、
孔
鮒
『
小
爾
雅
』、
劉
熙
『
釋
名
』、
揚
雄
『
方
言
』（
正
式
名
：『

軒
使

者
絕
代
語
釋
別
方
言
』）、
史
游
『
急
就
篇
』、
許
愼
『
說
文
解
字
』（
徐
鉉
『
說
文

解
字
』（
大
徐
本
）、徐
階
『
說
文
繫
傳
』（
小
徐
本
）、呂
忱
『
字
林
』（
任
大
椿
『
字

林
考
逸
』）、
顧
野
王
『
玉
篇
』（
陳
彭
年
等
重
修
『
大
廣
益
會
玉
篇
』）、
張
揖
『
廣

雅
』（
後
に
錢
大
昭
『
廣
雅
義
疏
』、
王
念
孫
『
廣
雅
疏
證
』
有
り
）、
曹
憲
『
博

雅
音
』、
顏
元
孫
『
干
祿
字
書
』、
張
參
『
五
經
文
字
』、
玄
度
『
九
經
字
樣
』、 

洪

適
『
隸
釋
』『
續
隸
』、鄭
樵
『
六
書
略
』、王
洙
等
編
『
類
書
』（
舊
題
司
馬
光
撰
）、

僧
行
均
『
龍
龕
手

』、羅
願
『
爾
雅
翼
』、陳
彭
年
『
廣
韻
』（『
大
宋
重
修
廣
韻
』）、

丁
度
等
編
『
集
韻
』、戴
侗
『
六
書
故
』、趙
宦
光
『
說
文
長
戔
』、梅
膺
祚
『
字
彙
』、

張
自
烈
『
正
字
通
』、
顧
炎
武
『
音
學
五
書
』、
戴
震
『
聲
韻
考
』『
聲
類
表
』、
吳

大
澂
『
說
文
古
籀
補
』（
後
に
丁
佛
言
『
說
文
古
籀
補
補
』、
強
運
開
『
說
文
古
籀

三
補
』
有
り
）、
孫
詒
讓
『
古
籀
拾
遺
』『
古
籀
餘
論
』、
王
國
維
『
觀
堂
集
林
』

な
ど
は
古
文
字
硏
究
の
基
本
文
獻
な
の
で
、
此
の
學
を
志
す
者
は
取
り
揃
え
る
必

要
が
あ
る
。
本
章
で
取
り
上
げ
て
い
る
甲
骨
文
・
金
文
關
係
の
書
籍
は
多
す
ぎ
る

の
で
、
個
々
の
書
名
は
擧
げ
な
い
が
、
や
は
り
必
攜
の
書
籍
で
あ
る
。
本
章
で
は

羅
振
玉
・
王
國
維
以
後
の
書
籍
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
以
後
の
硏
究
の

方
が
進
展
し
て
い
て
遙
か
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
甲
骨
文
・
金
文
の
資
料
の
集
成

化
と
硏
究
も
一
九
七
〇
年
代
以
後
の
方
が
め
ざ
ま
し
い
。
だ
か
ら
七
〇
年
代
以
後

の
卜
辭
・
金
文
の
寫
眞
・
拓
本
集
・
釋
解
、
一
端
を
擧
げ
れ
ば
『
甲
骨
文
合
集
』『
甲

骨
文
合
集
補
編
』『
甲
骨
文
詁
林
』『
金
文
詁
林
』『
殷
墟
甲
骨
刻
辭
類
纂
』『
甲
骨

文
校
釋
總
集
』『
殷
周
金
文
集
成
（
修
訂
增
補
本
）』
な
ど
を
積
極
的
に
揃
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。

第
二
章
…
…
第
一
節
は
一
〜
四
か
ら
な
っ
て
い
て
、
一
で
は
漢
字
と
漢
語
の
關

係
、
二
で
は
漢
字
の
起
源
傳
說
、
三
で
は
新
石
器
時
代
の
陶
器
符
號
に
つ
い
て
述

べ
る
。
四
で
は
仰
韶
文
化
の
陶
器
花
紋
と
甲
骨
文
・
金
文
の
象
形
文
字
の
比
較
か

ら
漢
字
は
原
始
圖
畫
に
起
源
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
節
の
一
で
は
象
形
字
か



古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要

一
六
八

ら
會
意
字
（
象
意
字
）
へ
の
發
展
と
假
借
の
發
生
、
次
い
で
形
符
の
發
生
と
形
聲

字
の
成
立
に
つ
い
て
說
明
し
て
い
る
。
二
で
は
漢
語
と
漢
字
の
特
徵
と
問
題
點
を

指
摘
し
て
い
る
。

第
三
章
…
…
第
一
節
は
漢
字
の
形
體
に
つ
い
て
の
傳
統
的
理
論
を
說
明
し
て
い

る
。
次
い
で
六
書
說
を
指
示
・
象
形
・
會
意
・
形
聲
・
轉
注
・
假
借
の
順
で
詳
細

に
說
明
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
で
は
形
聲
に
お
け
る
亦
聲
說
・
省
聲
說
・
復
形
復

聲
說
の
說
明
と
、
轉
注
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
三
種
の
說
に
つ
い
て
の
說
明
が
重

要
で
あ
る
。
第
二
節
は
形
旁
と
そ
の
變
化
に
つ
い
て
百
十
二
種
の
形
旁
（
人
字
形

旁
〜
鬼
字
形
旁
）
を
甲
骨
文
・
金
文
・
戰
國
文
字
・
小
篆
・
隸
書
の
順
に
表
に
し
、

そ
の
變
化
を
比
較
し
た
も
の
で
、
本
書
の
白
眉
と
も
い
う
べ
き
部
分
で
あ
る
。

七
三
頁
に
及
ぶ
膨
大
な
表
と
說
明
で
あ
る
が
、
修
得
で
き
れ
ば
、
古
文
字
の
隸
定

（
原
字
を
隸
書
・
楷
書
に
直
す
こ
と
）
が
か
な
り
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
三
節

は
意
義
の
近
い
形
旁
（
人
と
女
、
首
と
頁
な
ど
）
が
通
用
し
て
い
る
こ
と
を
三
二

例
の
表
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
こ
れ
も
必
須
の
知
識
で
あ
る
。
第
四
節
の
一
で

は
形
體
の
簡
化
、
二
で
は
形
體
の
規
範
化
を
簡
體
の
字
と
繁
體
の
字
を
表
示
し
て

說
明
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
第
五
節
は
古
文
字
の
解
釋
法
と
し

て
因
襲
比
較
法
、
辭
例
推
勘
法
、
偏
旁
分
析
法
、
禮
俗
制
度
に
よ
る
釋
字
を
說
明

し
て
い
る
。

第
四
章
…
…
漢
字
の
古
音
に
つ
い
て
說
明
し
て
い
る
。
第
一
節
は
音
韻
學
の
常

識
と
し
て
、
一
で
は
元
音
と
補
音
、
二
で
は
送
氣
音
と
不
送
氣
音
に
つ
い
て
、
三

で
は
唇
音
・
齒
音
・
舌
音
・
牙
音
・
喉
音
・
半
舌
音
・
半
齒
音
と
い
う
傳
統
的
名

稱
と
現
代
音
韻
學
で
の
名
稱
の
關
係
に
つ
い
て
、
四
で
は
聲
母
と
韻
母
、
五
で
は

聲
調
に
つ
い
て
說
明
し
て
い
る
。
第
二
節
は
中
古
音
韻
に
つ
い
て
の
說
明
で
、
一

で
は
反
切
と
雙
聲
疊
韻
の
說
明
、
三
で
は
中
古
の
韻
部
と
し
て
『
廣
韻
』
の
分
類

を
擧
げ
、
次
い
で
そ
の
後
の
戴
震
・
王
國
維
の
硏
究
に
つ
い
て
述
べ
る
。
四
で
は

『
韻
鏡
』
に
お
け
る
等
韻
と
四
呼
の
分
類
の
說
明
を
し
て
い
る
。
第
三
節
の
一
は

上
古
の
聲
紐
の
考
定
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
ま
ず
錢
大
昕
の
上
古
に
は
輕
唇

音
・
舌
上
音
が
無
く
、
舌
音
が
多
く
、
影
母
・
喩
母
・
曉
母
・
匣
母
は
雙
聲
で
あ

る
と
い
う
極
め
て
重
要
な
指
摘
を
紹
介
し
、
次
い
で
章
炳
麟
の
娘
母
・
日
母
は
泥

母
に
歸
す
と
い
う
說
と
曾
運
乾
の
喩
母
三
等
韻
は
匣
母
に
歸
し
、
喩
母
四
等
韻
は

定
母
に
歸
す
と
い
う
說
を
紹
介
し
、
最
後
に
そ
れ
ら
を
吸
收
し
た
王
力
の
上
古
聲

紐
の
六
類
三
二
母
を
示
し
て
い
る
。
二
は
上
古
の
韻
部
に
つ
い
て
說
明
し
た
も
の

で
、
王
力
二
九
部
說
の
後
に
、
顧
炎
武
一
〇
部
說
、
段
玉
裁
一
七
部
說
、
孔
廣
森

一
八
部
說
、
江
有
浩
二
一
部
說
、
江
永
一
三
部
說
、
黃
侃
二
八
部
說
を
擧
げ
、
次

い
で
王
力
の
分
類
に
も
と
づ
く
諧
聲
表
を
載
せ
る
。
第
三
節
の
一
と
二
は
現
代
中

國
に
お
け
る
聲
母
・
韻
母
の
分
類
が
王
力
說
を
基
本
に
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た

上
で
讀
む
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、
個
々
の
漢
字
の
古
音
を
早
引
き
す
る
も
の
と
し

て
は
、
こ
の
王
力
說
に
も
と
づ
く
郭
錫
良
『
漢
語
古
音
手
册
』（
增
訂
本
、
商
務

印
書
館
、
二
〇
一
〇
年
）
が
便
利
な
の
で
、
購
入
を
勸
め
る
。
三
で
は
對
轉
・
旁

轉
と
聲
調
、四
で
は
上
古
音
韻
學
硏
究
の
成
果
の
應
用
に
つ
い
て
說
明
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
對
轉
と
旁
轉
に
つ
い
て
の
知
識
は
必
要
で
あ
る
。

第
五
章
…
…
第
一
節
の
一
で
は
訓
詁
の
意
義
、
二
で
は
訓
詁
の
源
流
に
つ
い
て

說
明
す
る
。
第
二
節
の
一
で
は
形
訓
例
、
二
で
は
義
訓
例
、
三
で
は
以
共
名
訓
別

名
例
、
四
で
は
以
雅
言
訓
方
言
例
を
說
明
し
て
い
る
。
第
三
節
は
『
爾
雅
』『
小

爾
雅
』『
廣
雅
』『
釋
名
』『
方
言
』『
說
文
解
字
』『
急
就
篇
』
に
つ
い
て
、
そ
の

體
例
を
擧
げ
た
う
え
で
、
內
容
を
詳
說
し
て
い
る
。



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
六
九

下
編
は
甲
骨
文
・
金
文
・
戰
國
文
字
に
つ
い
て
の
演
習
に
な
っ
て
い
る
。

第
六
章
…
…
第
一
節
の
一
で
は
商
代
甲
骨
文
の
發
見
の
經
過
に
續
け
て
甲
骨
文

の
著
錄
を
一
一
六
種
、
考
釋
關
係
の
著
作
を
二
三
種
記
載
し
、
そ
の
內
容
を
說
明

す
る
。
二
で
は
甲
骨
の
整
治
、
鑽
鑿
、
占
卜
、
刻
辭
、
行
款
に
つ
い
て
詳
述
し
て

い
る
。
三
で
は
甲
骨
文
の
語
法
（
文
法
）
に
つ
い
て
、
四
で
は
商
代
甲
骨
文
の
分

期
を
世
系
、
稱
謂
、
貞
人
、
貞
卜
事
類
、
文
例
と
句
型
、
字
形
と
書
法
を
基
本
に

述
べ
る
。
分
期
に
つ
い
て
は
董
作
賓
說
と
陳
夢
家
說
を
擧
げ
て
い
る
が
、
他
は
ほ

ぼ
董
作
賓
說
を
蹈
襲
し
て
い
る
。
五
は
第
一
期
か
ら
第
五
期
ま
で
の
甲
骨
文
を
演

習
の
よ
う
に
記
述
し
た
も
の
で
、
拓
本
を
用
い
、
隷
定
と
注
釋
を
附
し
て
說
明
し

て
い
る
。
方
神
風
神
卜
辭
、
干
支
表
卜
辭
、
田
獵
卜
辭
な
ど
商
代
の
必
要
知
識
を

得
る
の
に
的
確
な
卜
辭
が
選
ば
れ
て
い
て
、
大
變
有
益
で
あ
る
。
第
二
節
は
周
代

の
甲
骨
文
に
つ
い
て
の
演
習
だ
が
、
も
と
の
甲
骨
文
が
小
細
で
見
に
く
い
た
め

本
を
多
用
し
、
讀
み
や
す
い
。

第
七
章
…
…
第
一
節
の
一
で
は
商
周
時
代
の
靑
銅
器
の
器
型
を
圖
を
用
い
て
說

明
し
、
二
で
は
商
周
時
代
の
靑
銅
器
銘
文
（
金
文
）
の
特
徵
と
文
獻
と
の
關
わ
り

に
つ
い
て
槪
說
す
る
。
第
二
節
は
商
周
時
代
の
金
文
硏
究
の
槪
況
に
つ
い
て
の
說

明
で
、
一
で
は
資
料
の
搜
集
と
整
理
に
つ
い
て
述
べ
、
二
で
は
孫
詒
讓
・
王
國
維
・

郭
沫
若
・
唐
蘭
・
楊
樹
達
・
于
省
吾
・
容
庚
・
商
承
祚
・
徐
中
舒
・
吳
其
昌
・
陳

夢
家
・
張
政

・
羅
福
頤
・
孫
海
波
の
金
文
硏
究
の
成
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第

三
節
の
一
で
は
西
周
金
文
の
分
期
に
つ
い
て
說
明
す
る
。
本
節
で
は
西
周
諸
王
の

在
位
年
數
と
標
準
器
に
つ
い
て
說
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
書
よ

り
後
に
出
た
夏
商
周
斷
代
工
程
專
家
組
『
夏
商
周
斷
代
工
程1996-2000

年
階
段

成
果
報
告
（
簡
本
）』（
世
界
圖
書
出
版
公
司
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
讀
む
こ
と
を
勸

め
る
。二
で
は
東
周
靑
銅
器
の
銘
文
の
地
域
的
な
特
徵
に
つ
い
て
槪
說
し
て
い
る
。

第
四
節
は
金
文
の
演
習
に
な
っ
て
い
て
、
一
で
は
商
代
金
文
、
二
で
は
西
周
金
文
、

三
で
は
春
秋
戰
國
金
文
を
扱
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
著
名
な
銘
文
で
槪
觀
す
る
に

適
し
て
い
る
。

第
八
章
…
…
本
章
は
戰
國
古
文
字
に
つ
い
て
槪
說
し
て
い
る
。
第
一
節
は
載
書

（
盟
書
）
に
つ
い
て
の
槪
說
を
し
た
後
、
一
で
は
侯
馬
載
書
の
種
類
・
內
容
・
出

土
狀
況
に
つ
い
て
、
二
で
は
侯
馬
載
書
の
硏
究
を
紹
介
し
、
三
で
は
宗
盟
類
、
自

誓
于
君
所
類
、
納
室
類
の
順
で

本
・
隸
定
・
注
釋
を
附
し
て
解
說
し
て
い
る
。

第
二
節
は
戰
國
兵
器
の
刻
辭
（
金
文
）
に
つ
い
て
、
韓
、
趙
、
魏
、
秦
、
燕
、
齊

の
順
で
拓
本
・

本
・
隸
定
・
注
釋
を
附
し
て
解
說
し
て
い
る
。
第
三
節
は
古
璽

（
璽
印
）
に
つ
い
て
、
一
で
は
起
源
、
二
で
は
搜
集
と
著
錄
、
三
で
形
式
と
紐
制

に
つ
い
て
述
べ
、
三
で
は
戰
國
の
齊
、
楚
、
燕
、
三
晉
の
官
印
と
戰
國
の
私
印
に

つ
い
て
拓
本
・
隸
定
・
注
釋
を
附
し
て
解
說
し
て
い
る
。

本
書
は
も
と
は
講
義
用
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
以
上
に
見
て
き
た

よ
う
に
高
度
な
內
容
が
多
く
、
一
般
の
入
門
書
の
範
疇
を
遙
か
に
超
え
て
い
る
。

よ
っ
て
初
心
者
向
け
と
い
う
よ
り
は
硏
究
者
へ
足
を
踏
み
込
む
者
へ
の
高
度
な
解

說
書
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。 

（
木
村
秀
海
）

許
進
雄
著
『
中
國
古
代
社
會
―
文
字
與
人
類
學
的
透
視
』（
臺
灣
商
務

印
書
館
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

著
者
は
臺
灣
の
出
身
で
あ
り
、
臺
灣
大
學
で
甲
骨
學
と
中
國
文
字
學
を
修
め
た

後
、
一
九
六
八
年
よ
り
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
に
あ
る
ロ
イ
ヤ
ル
オ
ン
タ
リ
オ
博
物

館
（Royal Ontario M

useum

）
に
甲
骨
の
整
理
の
爲
に
招
か
れ
、
硏
究
職
と
し



古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要

一
七
〇

て
勤
め
、
一
九
九
六
年
に
退
休
し
た
。
そ
の
閒
、
半
工
半
讀
の
生
活
を
送
り
、
ト

ロ
ン
ト
大
學
で
一
九
七
四
年
に
博
士
の
學
位
を
取
り
、
一
九
七
七
年
よ
り
同
大
學

で
、
文
字
學
・
經
學
史
・
中
國
古
代
社
會
等
の
講
義
を
受
け
持
っ
た
。
こ
の
書
は

そ
の
時
のThe W

ritten W
ord in Ancient China

と
い
う
科
目
の
講
義
プ
リ
ン

ト
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

今
ま
で
に
六
度
に
渡
っ
て
內
容
の
改
定
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
最
初
は
、
ト
ロ

ン
ト
大
學
の
同
僚
で
あ
るAlfred W

ard

と
の
共
著
と
し
て
、《Ancient Chinese 

Society

》
と
題
し
た
英
文
版
。
一
九
八
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
商
務
印
書
館
か
ら

出
版
さ
れ
た
。
第
二
は
、
中
文
版
と
し
て
、
一
九
八
八
年
に
臺
灣
商
務
印
書
館
か

ら
の
出
版
。
こ
れ
以
降
は
單
著
で
あ
る
。
こ
の
本
は
二
度
わ
た
っ
て
、
韓
國
語
に

飜
譯
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
、
そ
の
中
文
修
訂
版
で
、
一
九
九
五
年
、
同
じ
く
臺

灣
商
務
印
書
館
か
ら
の
出
版
。
第
四
は
英
文
版
、《The W

ritten W
ord in 

Ancient China

》
と
題
し
、
一
九
九
六
年
、
香
港
のVincent Printing

か
ら
の

出
版
。
第
五
は
、
二
〇
〇
八
年
、
中
國
人
民
大
學
出
版
の
簡
體
字
中
文
版
。
第
六

版
が
本
書
に
あ
た
り
、
奧
付
に
は
臺
灣
商
務
印
書
館
と
し
て
三
版
と
記
す
。

內
容
は
文
字
學
・
考
古
學
・
人
類
學
・
民
俗
學
・
歷
史
學
に
ま
た
が
り
、
一
言

で
い
う
な
ら
、
お
よ
そ
上
古
か
ら
漢
代
に
及
ぶ
古
代
中
國
の
百
科
全
書
で
あ
る
。

日
常
の
生
活
に
關
わ
る
四
二
一
個
の
漢
字
を
取
り
上
げ
、
文
獻
資
料
や
考
古
的
遺

物
を
參
照
し
て
、
古
代
中
國
の
人
々
の
社
會
と
文
化
を
探
索
し
て
い
る
。
全
體
を

二
〇
章
に
分
け
て
、

  

一
、
中
國
的
文
字
體
系
與
書
寫
工
具
、
二
、
中
國
古
史
的
傳
統
、
三
、
漁
勞
與

氣
候
、
四
、
畜
牧
、
五
、
農
業
的
發
展
與
中
華
民
族
的
形
成
、
六
、
糧
食
作
物
、

七
、
金
屬
、
八
、
工
藝
、
九
、
食
物
、
一
〇
、
衣
服
、
一
一
、
居
住
、
一
二
、

交
通
、
一
三
、
生
命
循
環
、
一
四
、
娛
樂
活
動
、
一
五
、
商
業
活
動
、
一
六
、

病
疾
與
醫
藥
、
一
七
、
戰
爭
與
刑
法
、
一
八
、
祭
祀
與
迷
信
、
一
九
、
天
文
、

二
〇
、
方
向
與
四
靈
、

と
配
列
し
、
各
章
の
下
に
合
計
二
八
三
の
細
目
が
竝
ぶ
。
以
前
の
第
五
版
ま
で
は

目
次
に
こ
の
細
目
が
載
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
內
容
を
俯
瞰
す
る
こ
と
も
適
わ

ず
、
讀
み
た
い
頁
を
探
す
の
に
も
甚
だ
不
便
で
あ
っ
た
。
こ
の
細
目
が
目
次
に
つ

い
た
の
で
、
よ
う
や
く
使
い
や
す
く
な
っ
た
。
圖
書
館
に
藏
さ
れ
て
い
る
の
は
ま

だ
舊
版
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。
最
新
版
の
購
入
を
勸
め
る
。

配
列
順
に
少
し
疑
問
が
あ
る
。
六
「
糧
食
作
物
」
と
九
「
食
物
」
と
が
離
れ
て

お
り
、
こ
の
二
者
の
閒
に
「
金
屬
」
と
「
工
藝
」
の
二
項
目
が
挾
ま
っ
て
い
る
。

六
と
九
は
そ
れ
ぞ
れ
穀
物
と
飮
食
で
あ
る
の
で
、
連
續
し
た
配
列
が
望
ま
し
い
。

ま
た
二
〇
「
方
向
與
四
靈
」
も
、
一
八
「
祭
祀
與
迷
信
」
の
後
に
續
け
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
な
お
一
三
「
生
命
循
環
」
と
は
、
出
產
・
家
族
・
葬
送
な
ど
を
い
う
項

目
で
あ
る
。

多
く
の
圖
版
が
插
入
さ
れ
、
理
解
の
助
け
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
取
り
上
げ
た

漢
字
は
、
甲
骨
・
金
文
・
小
篆
・
隸
書
と
現
代
の
楷
書
の
五
體
を
そ
れ
ぞ
れ
表
に

示
し
、
そ
の
變
遷
が
よ
く
知
れ
る
。
こ
れ
は
高
明
『
古
文
字
類
篇
』（
中
華
書
局
、

一
九
八
〇
年
）
と
、
徐
中
舒
『
秦
漢
魏
晉
篆
隷
字
形
表
』（
四
川
辭
書
出
版
社
、

一
九
八
五
年
）
に
據
る
。
た
だ
し
索
引
は
な
い
の
で
字
書
的
な
使
い
方
に
は
向
か

な
い
。
さ
ら
に
卷
末
の
「
引
用
著
作
簡
稱
表
」
は
有
益
な
文
獻
目
錄
と
な
る
。

 

（
村
上
幸
造
）


